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取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書
ラジオコントロールカー

G-BOUND
（ジーバウンド）

この取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書をよくお読
よ

みのうえ、正
ただ

しく

安
あんぜん

全に遊
あそ

んでください。お読
よ

みになったあとは、

いつでも見
み

られる場
ばしょ

所に必
かなら

ず保
ほかん

管してください。

保
ほごしゃ

護者の方
かた

へ　必
かなら

ずお読
よ

みください。

!  注意（ちゅうい）

《充
じゅうでんしきでんち

電式電池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
えき

もれなどの危
きけん

険があります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》

●充
じゅうでん

電の方
ほうほう

法については、充
じゅうでんきほんたい

電器本体の説
せつめい

明を絶
ぜったい

対に守
まも

ってください。

●指
してい

定の電
でんち

池以
いがい

外を使
しよう

用しないでください。

●＋－ ( プラスマイナス ) を正
ただ

しくセットしてください。

●遊
あそ

んだあとは必
かなら

ず本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチをOFF にし、電
でんち

池をはずしてください。

●ショートさせると大
だいでんりゅう

電流が流
なが

れ危
きけん

険です。絶
ぜったい

対にさけてください。

●水
みず

や火
ひ

の中
なか

に入
い

れたり、分
ぶんかい

解・ハンダ付
づ

けは絶
ぜったい

対にしないでください。

●火
ひ

の近
ちか

く・高
こうおん

温・多
たしつ

湿の場
ばしょ

所での使
しよう

用・充
じゅうでん

電・保
ほかん

管はしないでください。

《充
じゅうでんき

電器の誤
ごしよう

使用は、火
かさい

災や感
かんでん

電など重
じゅうだい

大な事
じこ

故の原
げんいん

因となります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》

●感
かんでん

電注
ちゅうい

意。ぬれた手
て

で充
じゅうでんき

電器を触
さわ

らないでください。

●使
しようご

用後は必
かなら

ず充
じゅうでんき

電器をコンセントからぬいてください。

●充
じゅうでんき

電器をぬくときは、必
かなら

ず充
じゅうでんき

電器本
ほんたい

体を持
も

ってぬいてください。

●たこ足
あし

配
はいせん

線は絶
ぜったい

対にしないでください。

●家
かていよう

庭用 100V コンセントに接
せつぞく

続してください。

《電
でんち

池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
えき

もれなどの危
きけん

険があります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》

●＋－ ( プラスマイナス ) を正
ただ

しくセットしてください。

●遊
あそ

んだあとは必
かなら

ずコントローラーの電
でんげん

源スイッチをOFF にし、電
でんち

池をはずしてください。

●ショートさせたり、充
じゅうでん

電・分
ぶんかい

解・加
かねつ

熱・火
ひ

の中
なか

に入
い

れたりしないでください。

●万
まんいち

一、電
でんち

池からもれた液
えき

が目
め

に入
はい

ったときはすぐに大
たいりょう

量の水
みず

で洗
あら

い、医
いし

師に相
そうだん

談してください。

 皮
ひふ

膚や服
ふく

についたときは水
みず

で洗
あら

ってください。

《思
おも

わぬ事
じこ

故・ケガの原
げんいん

因になります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》

●道
どうろ

路や人
ひと

ごみでは危
きけん

険ですので遊
あそ

ばないでください。安
あんぜん

全な場
ばしょ

所を選
えら

んで遊
あそ

んでください。

●コントローラーのアンテナは無
むり

理に曲
ま

げないでください。折
お

れて鋭
えいかく

角な部
ぶぶん

分でケガをするおそれがあります。

●遊
あそ

んでいて雷
かみなり

が鳴
な

り出
だ

したら、すぐに使
しよう

用を中
ちゅうし

止してください。落
らくらい

雷の原
げんいん

因になります。

●ぶつけたり、ふりまわすなど乱
らんぼう

暴な扱
あつか

いをしないでください。

●屋
おくない

内で走
そうこう

行させないでください。

●車
しゃりん

輪に指
ゆび

や髪
かみ

の毛
け

や衣
いふく

服などを巻
ま

き込
こ

まれないように注
ちゅうい

意してください。

●ラジオコントロールカー以
いがい

外の用
ようと

途では使
しよう

用しないでください。

遊
あそ

ぶときの約
やくそく

束 ●本
ほんせいひん

製品は精
せいみつでんしかいろ

密電子回路や多
たすう

数のパーツを使
しよう

用しています。分
ぶんかい

解や改
かいぞう

造しないでください。

 ●遊
あそ

んだあとは絶
ぜったい

対に水
みず

の中
なか

に放
ほうち

置しないでください。本
ほんたい

体内
ないぶ

部への浸
しんすい

水の原
げんいん

因となります。

 ●ストーブの近
ちか

くなど火
かき

気のある温
おんど

度の高
たか

いところには置
お

かないでください。

電
でんち

池について

電
でんぱ

波について

● 遊
あそ

んだあとは必
かなら

ず本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチをOFF にしてください。電
でんげん

源スイッチをOFF にし忘
わす

れる

と電
でんき

気が流
なが

れ、電
でんち

池が早
はや

く消
しょうもう

耗します。

● 「時
じかん

間をおいて動
うご

かすと少
すこ

し動
うご

くが、すぐ止
と

まってしまう。」 これは電
でんち

池を休
やす

ませることにより、一
いちじてき

時的に電
でんち

池が

回
かいふく

復するためです。電
でんち

池を充
じゅうでん

電してください。

● 同
おな

じ周
しゅうはすう

波数のラジオコントロール製
せいひん

品を近
ちか

くで同
どうじ

時に操
そうさ

作すると、誤
ご

動
どうさ

作の原
げんいん

因となります。

● ラジオコントロールカー以
いがい

外の障
しょうがい

害電
でんぱ

波が出
で

ているときにも誤
ご

動
どうさ

作の原
げんいん

因となります。このとき、場
ばしょ

所を変
か

える

か時
じかん

間をおいてください。

対
たいしょうねんれい

象年齢８歳
さいいじょう

以上屋
おくがい

外専
せんよう

用
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本
ほんせいひん

製品は走
そうこう

行スピードが速
はや

い（時
じそく

速 24km）ため、周
しゅうい

囲に人
ひと

や物
もの

（車
くるま

など）のない安
あんぜん

全な広
ひろ

い場
ばしょ

所で遊
あそ

んで

ください。

！ 陸
りくじょうそうこうじ

上走行時の注
ちゅうい

意

生
せいかつぼうすい

活防水について（JIS 保
ほごとうきゅう

護等級４級
きゅうそうとう

相当）

本
ほんせいひん

製品は完
かんぜんぼうすい

全防水ではありません。以
いか

下の点
てん

にご注
ちゅうい

意ください。

使
しよう

用できる条
じょうけん

件 使
しよう

用できない条
じょうけん

件

●水
みず

たまりや水
みずべ

辺、水
すいじょう

上での走
そうこう

行

●軽
かる

い雨
あめ

が降
ふ

っているときの走
そうこう

行

●水
すいどう

道でタイヤなどの汚
よご

れを洗
あら

い流
なが

すこと

●海
うみべ

辺、雪
せつじょう

上、氷
ひょうじょう

上での走
そうこう

行や海
かいすい

水に浸
つ

けること

●お風
ふろ

呂や温
おんせん

泉での走
そうこう

行

●雷
らいう

雨のときの走
そうこう

行

●水
みず

の入
はい

ったバケツなどに浸
つ

け込
こ

むこと

　

本
ほんせいひん

製品は水
すいじょう

上で遊
あそ

ぶことができます。遊
あそ

ぶときは以
いか

下の点
てん

に注
ちゅうい

意してください。

●水
すいじょう

上では陸
りくじょう

上のように高
こうそく

速での走
そうこう

行はできません。

●水
すいじょう

上で遊
あそ

ぶときは電
でんち

池が完
かんぜん

全に消
しょうもう

耗する前
まえ

に手
てもと

元に引
ひ

き戻
もど

せるよう遊
あそ

んでください。

●操
そうさ

作可
かのう

能距
きょり

離は約
やく

10m です。それ以
いじょう

上の距
きょり

離になると操
そうさ

作不
ふのう

能になります。

！ 水
すいじょう

上走
そうこうじ

行時の注
ちゅうい

意

 水
みずべ

辺で遊
あそ

ぶときは必
かなら

ず大
おとな

人の方
かた

と一
いっしょ

緒に遊
あそ

んで

ください。

 本
ほんせいひん

製品は淡
たんすい

水のみで使
しよう

用してください。海
かいすい

水で

使
しよう

用すると塩
えんぶん

分がサビの原
げんいん

因となり、保
ほしょう

証の

対
たいしょうがい

象外となります。

 本
ほんせいひん

製品は完
かんぜん

全防
ぼうすい

水仕
しよう

様ではありません。水
すいちゅう

中で

使
しよう

用しないでください。

 波
なみ

の立
た

つ水
すいめん

面や急
きゅうりゅう

流で使
しよう

用しないでください。

 水
すいじょう

上で遊
あそ

んだあとは、12V ニッケル水
すいそ

素バッテ

リーパックを取
と

りはずし本
ほんたい

体を振
ふ

って中
なか

に入
はい

っ

た水
みず

を抜
ぬ

き取
と

ったあと、きれいな乾
かわ

いた布
ぬの

で

水
すいぶん

分をよく拭
ふ

き取
と

ってください。

充
じゅうでんしき

電式電
でん ち

池のリサイクルのお願
ねが

い

この製
せいひん

品には、リサイクル可
かのう

能な充
じゅうでんしきでんち

電式電池を使
しよう

用しています。使
しようず

用済みの充
じゅうでんしきでんち

電式電池は希
きしょうしげん

少資源の有
ゆうこう

効

活
かつよう

用のため、リサイクルにご協
きょうりょく

力ください。使
しようず

用済みの充
じゅうでんしきでんち

電式電池の廃
はいき

棄は各
かく

自
じちたい

治体の指
しじ

示に従
したが

うか、

【充
じゅうでんしきでんち

電式電池リサイクル協
きょうりょく

力くらぶ】に加
かにゅう

入の電
でんきてん

器店またはスーパーなどに置
お

いてありますリサイクルボッ

クスにいれてください。

　

 熱
ねつ

を冷
さ

ますときは、水
みず

をかけたり水
みず

の中
なか

に入
い

れないでください。日
ひかげ

陰などの涼
すず

しい場
ばしょ

所に放
ほうち

置して冷
さ

ま

してください。

！ 安
あんぜん

全装
そうち

置の注
ちゅうい

意

安
あんぜん

全装
そうち

置について

本
ほんせいひん

製品は、荒
あら

い（ラフ）路
ろめん

面を走
そうこう

行したときや連
れんぞくそうこうじ

続走行時に、本
ほんたい

体の故
こしょう

障と電
でんち

池の発
はつねつ

熱を防
ふせ

ぐため動
どうさ

作が止
と

まったり

動
うご

きが鈍
にぶ

くなることがあります。そのときは以
いか

下の方
ほうほう

法で解
かいじょ

除してください。

1  本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチをOFF にします。

2  15 分
ふん

以
いじょう

上休
きゅうけい

憩して本
ほんたい

体の熱
ねつ

を冷
さ

まします。休
きゅうけいご

憩後は、走
そうこうきのう

行機能が回
かいふく

復します。
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－ 3－

取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書（本
ほんしょ

書）

本
ほんたい

体：１台
だい

 9V 角
かくがた

形電
でんち

池：１個
こ

（試
しよう

用電
でんち

池） ポンプ：１個
こ

コントローラー：１台
だい

 12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパック：１個
こ

 針
はり

：1 本
ぽん

コントローラー用アンテナ：１本
ぽん

 充
じゅうでんき

電器：１個
こ

 取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書（本
ほんしょ

書）：１冊
さつ

タイヤゲージ：１個
こ

セット内
ないよう

容と各
かくぶせつめい

部説明

※実
じっさい

際の商
しょうひん

品と図
ず

は多
たしょう

少異
こと

なります。

■ 対
たいしょうねんれい

象年齢：８歳
さい

以
いじょう

上

■ 使
しよう

用周
しゅうはすうたい

波数帯：27MHz

■ 操
そうさ

作可
かのう

能距
きょり

離：陸
りくじょう

上約
やく

15m ／水
すいじょう

上約
やく

10m

■ ９アクション：前
ぜんしん

進・後
こうしん

進・右
うさせつ

左折・ストップ・

右
みぎ

スピン・左
ひだり

スピン

■ 生
せいかつぼうすいきのう

活防水機能：JIS 保
ほご

護等
とうきゅう

級 4 級
きゅう

相
そうとう

当

本
ほんたい

体

使
しよう

用電
でんち

池：12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパック×１個
こ

連
れんぞく

続走
そうこう

行時
じかん

間：約
やく

７分
ぷん

充
じゅうでん

電時
じかん

間：約
やく

４時
じかん

間

製
せいひんしよう

品仕様

コントローラー

コントローラー用
よう

アンテナ

コントローラー

使
しよう

用電
でんち

池：9V 角
かくがた

形電
でんち

池×１個
こ

連
れんぞく

続使
しよう

用時
じかん

間：約
やく

8 時
じかん

間（マンガン電
でんち

池の場
ばあい

合）

連
れんぞく

続走
そうこう

行時
じかん

間、充
じゅうでん

電時
じかん

間はあくまで目
めやす

安です。使
しよう

用状
じょうきょう

況

などによって異
こと

なります。

連
れんぞく

続使
しよう

用時
じかん

間はあくまで目
めやす

安です。電
でんち

池メーカー、使
しよう

用

状
じょうきょう

況などによって異
こと

なります。

9V角
かくがた

形電
でんち

池

（試
しよう

用電
でんち

池）

12V ニッケル水
すいそ

素
バッテリーパック

充
じゅうでんき

電器 タイヤゲージ

（パッケージ付
ふぞく

属）

ポンプ

防
ぼうすい

水加
かこう

工のためカバーが

付
つ

いています。

防
ぼうすい

水加
かこう

工のため固
かた

くなっています。

最
さいご

後まで十
じゅうぶん

分に回
まわ

してください。

電
でんち

池カバー・電
でんち

池カバーロック

電
でんげん

源スイッチ

電
でんげん

源スイッチ

右
みぎ

レバー左
ひだり

レバー

パワーランプ（赤
あか

）

－ 1－

対
たいしょうねんれい

象年齢６才
さい

以
いじょう

上取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書
ラジオコントロールカー

G-bound
（ジーバウンド）

この取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書をよくお読
よ

みのうえ、正
ただ

しく

安
あんぜん

全に遊
あそ

んでください。お読
よ

みになったあとは、

いつでも見
み

られる場
ばしょ

所に必
かなら

ず保
ほかん

管してください。

保
ほごしゃ

護者の方
かた

へ　必
かなら

ずお読
よ

みください。

!  注意（ちゅうい）

《充
じゅうでんしきでんち

電式電池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
えき

もれなどの危
きけん

険があります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》

●充
じゅうでん

電の方
ほうほう

法については、充
じゅうでんきほんたい

電器本体の説
せつめい

明を絶
ぜったい

対に守
まも

ってください。

●指
してい

定の電
でんち

池以
いがい

外を使
しよう

用しないでください。

●＋－ ( プラスマイナス ) を正
ただ

しくセットしてください。

●遊
あそ

んだあとは必
かなら

ず本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチをOFF にし、電
でんち

池をはずしてください。

●ショートさせると大
だいでんりゅう

電流が流
なが

れ危
きけん

険です。絶
ぜったい

対にさけてください。

●水にぬれたらすぐに使
しよう

用をやめてください。ショートの原
げんいん

因になります。

●水
みず

や火
ひ

の中
なか

に入
い

れたり、分
ぶんかい

解・ハンダ付
づ

けは絶
ぜったい

対にしないでください。

●火
ひ

の近
ちか

く・高
こうおん

温・多
たしつ

湿の場
ばしょ

所での使
しよう

用・充
じゅうでん

電・保
ほかん

管はしないでください。

《充
じゅうでんき

電器の誤
ごしよう

使用は、火
かさい

災や感
かんでん

電など重
じゅうだい

大な事
じこ

故の原
げんいん

因となります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》

●感
かんでん

電注
ちゅうい

意。ぬれた手
て

で充
じゅうでんき

電器を触
さわ

らないでください。

●使
しようご

用後は必
かなら

ず充
じゅうでんき

電器をコンセントからぬいてください。

●充
じゅうでんき

電器をぬくときは、必
かなら

ず電
でんげん

源本
ほんたい

体を持
も

ってぬいてください。

●たこ足
あし

配
はいせん

線は絶
ぜったい

対にしないでください。

●家
かていよう

庭用 100V コンセントに接
せつぞく

続してください。

《電
でんち

池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
えき

もれなどの危
きけん

険があります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》

●＋－ ( プラスマイナス ) を正
ただ

しくセットしてください。

●遊
あそ

んだあとは必
かなら

ず本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチをOFF にし、電
でんち

池をはずしてください。

●ショートさせたり、充
じゅうでん

電・分
ぶんかい

解・加
かねつ

熱・火
ひ

の中
なか

に入
い

れたりしないでください。

●万
まんいち

一、電
でんち

池からもれた液
えき

が目
め

に入
はい

ったときはすぐに大
たいりょう

量の水
みず

で洗
あら

い、医
いし

師に相
そうだん

談してください。

 皮
ひふ

膚や服
ふく

についたときは水
みず

で洗
あら

ってください。

《思
おも

わぬ事
じこ

故・ケガの原
げんいん

因になります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》

●道
どうろ

路や人
ひと

ごみでは危
きけん

険ですので遊
あそ

ばないでください。屋
おくがい

外では安
あんぜん

全な場
ばしょ

所を選
えら

んで遊
あそ

んでください。

●コントローラーのアンテナは無
むり

理に曲
ま

げないでください。折
お

れて鋭
えいかく

角な部
ぶぶん

分でケガをするおそれがあります。

●屋
おくがい

外で遊
あそ

んでいて雷
かみなり

が鳴
な

り出
だ

したら、すぐに使
しよう

用を中
ちゅうし

止してください。落
らくらい

雷の原
げんいん

因になります。

●ぶつけたり、ふりまわすなど乱
らんぼう

暴な扱
あつか

いをしないでください。

●屋
おくない

内で走
そうこう

行させる場
ばあい

合は、ガラスや家
かぐ

具などの破
はそん

損に注
ちゅうい

意してください。

●車
しゃりん

輪に指
ゆび

や髪
かみ

の毛
け

や衣
いふく

服などを巻
ま

き込
こ

まれないように注
ちゅうい

意してください。

●ラジオコントロールカー以
いがい

外の用
ようと

途では使
しよう

用しないでください。

遊
あそ

ぶときの約
やくそく

束 ●本
ほんせいひん

製品は精
せいみつでんしかいろ

密電子回路や多
たすう

数のパーツを使
しよう

用しています。分
ぶんかい

解や改
かいぞう

造しないでください。

 ●遊
あそ

んだあとは絶
ぜったい

対に水
みず

の中
なか

に放
ほうち

置しないでください。本
ほんたい

体内
ないぶ

部への浸
しんすい

水の原
げんいん

因となります。

 ●ストーブの近
ちか

くなど火
かき

気のある温
おんど

度の高
たか

いところには置
お

かないでください。

電
でんち

池について

電
でんぱ

波について

● 遊
あそ

んだあとは必
かなら

ず本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチをOFF にしてください。電
でんげん

源スイッチをOFF にし忘
わす

れる

と電
でんき

気が流
なが

れ、電
でんち

池が早
はや

く消
しょうもう

耗します。

● 電
でんち

池も休
やす

み時
じかん

間が必
ひつよう

要です。休
やす

み時
じかん

間を入
い

れると、連
れんぞく

続で遊
あそ

んだときよりも長
なが

く遊
あそ

ぶことができます。

● 電
でんち

池は一
いちど

度に全
ぜんぶ

部新
あたら

しい電
でんち

池と交
こうかん

換してください。古
ふる

い電
でんち

池と新
あたら

しい電
でんち

池を混
ま

ぜて使
つか

うと液
えき

もれの原
げんいん

因となるお

それがあります。

● 「時
じかん

間をおいて動
うご

かすと少
すこ

し動
うご

くが、すぐ止
と

まってしまう。」 これは電
でんち

池を休
やす

ませることにより、一
いちじてき

時的に電
でんち

池が

回
かいふく

復するためです。全
ぜんぶ

部新
あたら

しい電
でんち

池と交
こうかん

換してください。

● 同
おな

じ周
しゅうはすう

波数のラジオコントロール製
せいひん

品を近
ちか

くで同
どうじ

時に操
そうさ

作すると、誤
ご

動
どうさ

作の原
げんいん

因となります。

● ラジオコントロールカー以
いがい

外の障
しょうがい

害電
でんぱ

波が出
で

ているときにも誤
ご

動
どうさ

作の原
げんいん

因となります。このとき、場
ばしょ

所を変
か

える

か時
じかん

間をおいてください。

前
まえ

後
うしろ リアウイング

前
まえ

後
うしろ

本
ほんたい

体表
おもてめん

面 本
ほんたい

体裏
うらめん

面

針
はり
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－ 4－

遊
あそ

ぶ前
まえ

の準
じゅんび

備

本
ほんたい

体に電
でんち

池を入
い

れる

1  本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチが OFF になっていることを確
かくにん

認

してください。

2  電
でんち

池カバーロックを矢
やじるし

印の方
ほうこう

向に回
まわ

してロックを

解
かいじょ

除し、電
でんち

池カバーをはずします。

3  充電した 12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパックを図
ず

の

ように本
ほんたい

体＋－（プラスマイナス）マークと、バッ

テリーパックの＋－（プラスマイナス）の向
む

きを合
あ

わせて奥
おく

までしっかりと差
さしこ

込みます。

4  電
でんち

池カバーのツメを本
ほんたい

体の凹
おうぶ

部に合
あ

わせて差
さ

し込
こん

ん

で取
と

り付
つ

け、電
でんち

池カバーロックを矢
やじるし

印の方向に回
まわ

し

て電
でんち

池カバーをロックします。

本
ほんたい

体用
よう

充
じゅうでんち

電池を充
じゅうでん

電する

1  付
ふぞく

属の 12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパックを付
ふぞく

属の充
じゅうでんき

電器にセットします。

2  家
かていよう

庭用の 100V コンセントに付
ふぞく

属の充
じゅうでんき

電器を差
さ

し込
こ

みます。充
じゅうでんき

電器のパワーランプ ( 赤
あか

)

が点
てんとう

灯します。

3  充
じゅうでんじかん

電時間は約
やく

４時
じかん

間です。４時
じかん

間以
いじょう

上の充
じゅうでん

電はしないでください。

※充
じゅうでん

電時
じかん

間の約
やく

4 時
じかん

間を過
す

ぎてもパワーランプは消
しょうとう

灯しません。

4  充
じゅうでんご

電後はコンセントから充
じゅうでんき

電器を抜
ぬ

き、12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパックを抜
ぬ

きます。

※ 12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパックと充
じゅうでんき

電器をセットし、充
じゅうでん

電した状
じょうたい

態で放
ほうち

置しないでください。

ご購
こうにゅう

入直
ちょくご

後や長
ちょうじかん

時間遊
あそ

ばなかったとき、充
じゅうでんご

電後すぐに電
でんち

池が消
しょうもう

耗することがあります。これは充
じゅうでんしき

電式電
でんち

池の特
とくせい

性によ

るもので故
こしょう

障ではありません。このようなときは、数
すうかい

回「充
じゅうでん

電→止
と

まるまで走
そうこう

行させる」を繰
く

り返
かえ

すと充
じゅうでんしき

電式電
でんち

池の

容
ようりょう

量が安
あんてい

定し、約
やく

７分
ふんかん

間遊
あそ

ぶことができるようになります。

遊
あそ

んだあとは必
かなら

ず 12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーを充
じゅうでん

電してから保
ほかん

管してください。長
ちょうき

期保
ほかん

管の際
さい

は、２、３ヶ月
げつ

に

一
いちど

度充
じゅうでん

電してください。

　

 本
ほんせいひん

製品に付
ふぞく

属の充
じゅうでんき

電器は、付
ふぞく

属の 12V ニッケル

水
すいそ

素バッテリーパックを充
じゅうでん

電するためのもので

す。本
ほんらい

来の使
しよう

用目
もくてき

的以
いがい

外の用
ようと

途で使
つか

わないでく

ださい。

 出
しゅっか

荷時
じ

、付
ふぞく

属の 12V ニッケル水
すいそ

素バッテリー

パックは充
じゅうでん

電されていません。必
かなら

ず充
じゅうでん

電してか

ら遊
あそ

んでください。

 充
じゅうでんちゅう

電中 12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパックと

充
じゅうでんき

電器は温
あたた

かくなりますが故
こしょう

障ではありません。

 再
さい

充
じゅうでん

電するときは、必
かなら

ず電
でんち

池が完
かんぜん

全に消
しょうもう

耗して

から充
じゅうでん

電してください。

 充
じゅうでん

電は必
かなら

ず目
め

の届
とど

くところでおこない、12V

ニッケル水
すいそ

素バッテリーに異
いへん

変がないことを常
つね

に確
かくにん

認してください。

！ 充
じゅうでん

電に関
かん

する注
ちゅうい

意

4

3

21

パワーランプ ( 赤
あか

)

電
でんち

池カバーロック

ニッケル水
すいそ

素充
じゅうでんしき

電式電
でんち

池の特
とくせい

性について

電
でんち

池カバーのツメ

本
ほんたい

体の凹
おうぶ

部
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－ 5－

コントローラーに電
でんち

池をセットする

1  コントローラーの電
でんげん

源スイッチが OFF になっている

ことを確
かくにん

認してください。

2  コントローラー裏
うらめん

面の電
でんち

池カバーを矢
やじるし

印の方
ほうこう

向にス

ライドして開
あ

けます。

3  9V 角
かくがた

形乾
かんでんち

電池を、＋－（プラスマイナス）が図
ず

と同
おな

じになるように正
ただ

しくセットします。

4  電
でんち

池カバーを閉
し

めます。

コントローラー用
よう

アンテナの取
と

り付
つ

け・取
と

り外
はず

し

アンテナの取
と

り付
つ

け

図
ず

のようにアンテナを矢
やじるし

印の

方
ほうこう

向に回
まわ

しながら、奥
おく

までしっ

かり取
と

り付
つ

けます。

アンテナの取
と

り外
はず

し方
かた

図
ず

のようにアンテナを矢
やじるし

印の

方
ほうこう

向に回
まわ

して取
と

り外
はず

します。

アンテナ折
お

れを防
ふせ

ぐために

伸
の

ばしたアンテナを縮
ちぢ

めるときは下
げだん

段から順
じゅん

に縮
ちぢ

めて

ください。先
せんたん

端を押
お

して縮
ちぢ

めないでください。

タイヤサイズの確
かくにん

認する

付
ふぞく

属のタイヤゲージを使
つか

ってタイヤのサイズ（約

170mm）を測
はか

ります。

タイヤがゲージより小
ちい

さいときは、付
ふぞく

属のポンプでゲー

ジのサイズに合
あ

うようタイヤに空
くうき

気を入
い

れてください。

空
くうき

気の入
い

れすぎでゲージのサイズより大
おお

きくならないよ

うに注
ちゅうい

意してください。

4 3 

2 1 

タイヤサイズの確
かくにん

認
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－ 6－

1  本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチを ONにします。

コントローラーのパワーランプ ( 赤
あか

) が点
てんとう

灯します。

前
ぜんしん

進

左
さゆう

右両
りょうほう

方のレバーを上
じょうほう

方に倒
たお

すと前
ぜんしん

進します。

操
そうさほうほう

作方法

後
こうしん

進

左
さゆう

右両
りょうほう

方のレバーを下
かほう

方に倒
たお

すと後
こうしん

進します。

左
させつ

折

右
みぎ

のレバーを上
じょうほう

方に倒
たお

すと前
ぜんぽう

方、下
かほう

方に倒
たお

すと

後
こうほう

方に左
させつ

折します。

右
うせつ

折

左
ひだり

のレバーを上
じょうほう

方に倒
たお

すと前
ぜんぽう

方、下
かほう

方に倒
たお

すと

後
こうほう

方に右
うせつ

折します。

本
ほんたい

体裏
うらめん

面
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－ 7－

左
ひだり

スピン

右
みぎ

のレバーを上
じょうほう

方に、左
ひだり

のレバーを下
かほう

方に倒
たお

すと

左
ひだり

にスピンします。

右
みぎ

スピン

左
ひだり

のレバーを上
じょうほう

方に、右
みぎ

のレバーを下
かほう

方に倒
たお

すと

右
みぎ

にスピンします。

ホイールフリップ

左
さゆう

右のレバーを下
かほう

方に倒
たお

して後
こうしん

進させ、上
じょうほう

方に倒
たお

して急
きゅうそく

速に前
ぜんしん

進へ切
き

り替
か

える。

または上
じょうほう

方に倒
たお

して前
ぜんしん

進させ、下
かほう

方に倒
たお

して急
きゅうそく

速に後
こうしん

進へ切
き

り替
か

えると、本
ほんたい

体が裏
うらがえ

返しになって背
はいめん

面走
そうこう

行しま

す。

※背
はいめん

面走
そうこう

行時
じ

は、左
さゆう

右のレバー操
そうさ

作が逆
ぎゃく

になります。

後
こうりん

輪を起
きてん

点に前
ぜんりん

輪が

浮
う

いて回
かいてん

転します。
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－ 8－

連
れんぞく

続で使
しよう

用するときは必
かなら

ず 15 分
ふん

以
いじょう

上時
じかん

間をおいて本
ほんたい

体の熱
ねつ

を冷
さ

ましてください。水
すいじょう

上走
そうこう

行していたときは水
みず

から出
だ

してください。

連
れんぞく

続で使
しよう

用するときは

バックハンドスプリング

ホイールフリップの操
そうさ

作から、本
ほんたい

体が裏
うらがえ

返しになると同
どうじ

時に左
さゆう

右のレバーを上
じょうほう

方に倒
たお

す操
そうさ

作を何
なんど

度もくりかえ

すと、本
ほんたい

体が前
ぜんご

後にクルクル飛
と

んだり跳
はね

ねたりします。

※路
ろめん

面の荒
あら

いグリップの高
たか

い場
ばしょ

所で遊
あそ

んでください。

※ 操
そうさちゅう

作中、リアウイングが外
はず

れることがありますが、走
そうこうせいのう

行性能に問
もんだい

題はありません。

外
はず

れたときは図
ず

のように取
と

り付
つ

けてください。
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－ 9－

1  本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチを OFF にしま

す。コントローラーのパワーランプ (赤
あか

) が消
しょうとう

灯して

いることを確
かくにん

認してください。

2  コントローラーのアンテナを縮
ちぢ

めます。

3  本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんち

池をはずします。

遊
あそ

んだあとは

　

 12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパックと充
じゅうでんき

電器を

セットししたままにしないでください。

 火
かき

気の近
ちか

く、直
ちょくしゃにっこう

射日光の当
あ

たる場
ばしょ

所、高
こうおんたしつ

温多湿

になる場
ばしょ

所、車
しゃちゅう

中では保
ほかん

管しないでください。

変
へんけい

形、ショート、過
かねつ

熱、発
はっか

火、火
かさい

災、液
えき

もれの

原
げんいん

因になります。

 長
ちょうき

期保
ほかん

管の際
さい

も、使
しようご

用後に充
じゅうでん

電してください。

 保
ほかんちゅう

管中は使
しよう

用しなくても 12V 水
すいそ

素バッテリー

パックを２、３ヶ月
げつ

に一
いちど

度充
じゅうでん

電してください。

 必
かなら

ず本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチを

OFF にしてください。

！ 保
ほかん

管に関
かん

する注
ちゅうい

意

タイヤの伸
の

びを防
ふせ

ぐため、付
ふぞく

属のポンプの針
はり

のみをタイ

ヤの空
くうき

気穴
あな

に刺
さ

して空
くうき

気を抜
ぬ

きます。排
はいきおん

気音がしなくな

るまで空
くうき

気を抜
ぬ

いてください。

タイヤの空
くうき

気を抜
ぬ

く

電
でんち

池カバーをはずして 12V 水
すいそ

素バッテリーパックを抜
ぬ

き、十
じゅうぶん

分乾
かんそう

燥させてください。

水
すいじょうそうこう

上走行のあとは
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－ 10 －

状
じょうたい

態 原
げんいん

因 直
なお

し方
かた

参
さんしょう

照ページ

本
ほんたい

体が動
うご

かない。 本
ほんたい

体またはコントローラーの電
でんち

池の＋－

（プラスマイナス）が正
ただ

しくセットされ

ていない。

電
でんち

池を正
ただ

しく入
い

れ直
なお

してください。 ４ページ

５ページ

12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパックが

消
しょうもう

耗している。

12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパックを

充
じゅうでん

電してください。

４ページ

コントローラー用
ようでんち

電池が消
しょうもう

耗している 新
あたら

しい電
でんち

池と交
こうかん

換してください。 ５ページ

本
ほんたい

体またはコントローラーの電
でんげん

源スイッ

チがOFF になっている。

本
ほんたい

体またはコントローラーの電
でんげん

源スイッ

チをONにしてください。

６ページ

本
ほんたい

体が勝
かって

手に動
うご

く。操
そうさ

作ができな

い。

12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパックが

消
しょうもう

耗している。

12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパックを

充
じゅうでん

電してください。

４ページ

コントローラー用
ようでんち

電池が消
しょうもう

耗している 新
あたら

しい電
でんち

池と交
こうかん

換してください。 ５ページ

近
ちか

くで同
おな

じ周
しゅうはすう

波数のラジオコントロール

製
せいひん

品が操
そうさ

作されている。

場
ばしょ

所を変
か

えるか、時
じかん

間を置
お

いてください。 １ページ

障
しょうがい

害電
でんぱ

波を受
う

けて誤
ごどうさ

動作している。 場
ばしょ

所を変
か

えるか、時
じかん

間を置
お

いてください。 １ページ

コントローラー

のパワーランプ

（赤
あか

）が暗
くら

い。

コントローラーの電
でんち

池が消
しょうもう

耗している。 新
あたら

しい電
でんち

池と交
こうかん

換してください。 ５ページ

水
すいじょう

上で走
そうこう

行した

後
あと

、機
きのう

能が停
ていし

止し

た。

本
ほんたいないぶ

体内部に水
みず

が入
はい

っている。 使
しよう

用を中
ちゅうし

止し、本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチを

OFFにして 12V ニッケル水
すいそ

素バッテリー

パックを取
と

り出
だ

してください。

本
ほんたい

体を振
ふ

って中
なか

に入
はい

った水
みず

を抜
ぬ

き取
と

り、

電
でんちしゅうのうぶ

池収納部を乾
かんそう

燥させてください。

（乾
かんそうご

燥後も同
おな

じ状
じょうたい

態のときは、分
ぶんかい

解せず

に弊
へいしゃ

社サービスセンターにお問
と

い合
あ

わせ

ください。）

―

荒
あら

い路
ろめん

面を走
そうこう

行し

たときに動
どうさ

作が止
と

まったり鈍
にぶ

くなっ

た。

本
ほんたい

体の熱
ねつ

が上
あ

がったため安
あんぜん

全装
そうち

置がはた

らいている。

15 分
ふん

以
いじょう

上休
きゅうけい

憩して、本
ほんたい

体の熱
ねつ

を冷
さ

まし

てください。

２ページ

故
こしょう

障かな？と思
おも

う前
まえ

に
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故障内容調査表

必ず下記にご記入または該当事項に○印を付けてください。
(1) 使い始めてからどの位で故障しましたか。
 イ．1週間以内　　　　ロ．1ヶ月　　　　ハ．その他　　　　日位
(2) 電池が消耗していないかどうか調べましたか。
 イ．はい　　　　ロ．いいえ
(3) 故障内容を具体的にご記入ください。
 例／●コントローラーを操作しても全く動かなくなった。
 　　●前進しなくなった。

故障内容記入欄

【保証規定】

1. 正常なご使用状態において製造上の不備により故障した場合は、お買い
上げ日から３ヶ月無料にて修理いたします。

2. 次のような場合は、保証期間内でも有料修理となります。
●保証書の提示がない場合。
●使用上の誤り、不当な修理や改造による故障および損傷の場合。
●お買い上げ後の輸送・移動・落下・水没等による故障および損傷の場合。
●火災・地震・水害およびその他天災・地変等による故障および損傷の場合。
●本保証書の所定事項の未記入、あるいは字句を書き換えられた場合。
3. 保証書にお買い上げ店名の捺印・お買い上げ月日の記載のない場合は、
保証いたしかねます。

4. この保証書は日本国内においてのみ有効です。

お願い

●修理品ご発送の前に、本体とコントローラーの電池が消耗していないか
必ずお調べください。

●修理品の発送時には、本体とコントローラーの電池を必ずはずしてくだ
さい。

キリトリせん

 This warranty shall be valid only within Japan.

※ サービスセンターに修
しゅうりひん

理品・別
べつう

売りパーツのご発
はっちゅう

注をいただいてからお客
きゃくさま

様に発
はっそう

送するまで、通
つうじょう

常 10 ～ 14 日
か

ほ

どかかります。年
ねんまつねんし

末年始・ゴールデンウィークなど、時
じき

期によっては混
こ

み合
あ

いさらに日
にっすう

数がかかる場
ばあい

合があります。

あらかじめご了
りょうしょう

承ください。

保
ほしょうしょ

証書について

保
ほしょう

証期
きかん

間はご購
こうにゅう

入から３ヶ月
げつかん

間です。必
かなら

ず「お買
か

い上
あ

げ年
ねんがっぴ

月日・店
てんめい

名」などの記
きにゅう

入をお確
たし

かめになり、保
ほしょうしょ

証書の

内
ないよう

容をよくお読
よ

みの上
うえ

、大
たいせつ

切に保
ほかん

管してください。

保
ほしょう

証期
きかんちゅう

間中の修
しゅうり

理について

保
ほしょう

証期
きかんちゅう

間中に修
しゅうり

理を依
いらい

頼される場
ばあい

合は、もう一
いちど

度取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書 10 ページの「故
こしょう

障かな？と思
おも

う前
まえ

に」をよくご確
かくにん

認く

ださい。それでも異
いじょう

常がある場
ばあい

合は、12 ページに記
きさい

載されている【お問
と

い合
あ

わせ先
さき

・修
しゅうりひん

理品発
はっそうさき

送先】 へ必
ひつようじこう

要事項を

記
きにゅう

入した保
ほしょうしょ

証書をそえて製
せいひん

品をお送
おく

りください。

保
ほしょう

証期
きかん

間経
けいかご

過後の修
しゅうり

理について

保
ほしょう

証期
きかん

間経
けいかご

過後に修
しゅうり

理を依
いらい

頼される場
ばあい

合は、12 ページに記
きさい

載されている【お問
と

い合
あ

わせ先
さき

・修
しゅうりひん

理品発
はっそうさき

送先】 にご

相
そうだん

談ください。修
しゅうり

理により製
せいひん

品の機
きのう

能が維
いじ

持できる場
ばあい

合には、お客
きゃくさま

様のご要
ようぼう

望により有
ゆうりょう

料にて修
しゅうり

理を承
うけたまわ

ります。

●修
しゅうりひん

理品発
はっそう

送の前
まえ

に、本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんち

池が消
しょうもう

耗していないか必
かなら

ずお調
しら

べください。

●修
しゅうりひん

理品のご発
はっそうじ

送時には、本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんち

池を必
かなら

ずはずしてください。

－11－

アフターサービスについて
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INS-5113-CCP
2009.09〒 111-0043　東京都台東区駒形 2-5-4　http://www.ccp-jp.com

 G-BOUND 保証書 5113

ご氏名 TEL 　　　－　　　－

ご住所

〒

お買い上げ日 　年　　　　　月　　　　　日

販売店名

【お問い合わせ先・修理品発送先】

株式会社 シー・シー・ピー　八潮サービスセンター

〒 340-0801 埼
さいたまけん

玉県八
やしおし

潮市八
はちじょう

條 1477
名鉄運輸株式会社 八潮営業所内
TEL：048- 933- 3377
電話受付時間：月～金曜日（祝祭日は除く）
9:30 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 17:00

保証期間

３ヶ月

－12－

購
こうにゅう

入方
ほうほう

法：郵
ゆうそう

送でお申
もう

し込
こ

みください。

パーツ名
めい

単
たんか

価 ( 消
しょうひぜい

費税・送
そうりょうこみ

料込 )

12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパック ¥3,000

12V ニッケル水
すいそ

素バッテリーパック専
せんよう

用充
じゅうでんき

電器 ¥2,000

お送
おく

りいただくもの : 普
ふつう

通郵
ゆうびん

便で下
かき

記【お問
と

い合
あ

わせ先
さき

・修
しゅうりひん

理品発
はっそうさき

送先】へお送
おく

りください。

郵
ゆうびん

便定
ていがく

額小
こがわせ

為替 : 郵
ゆうびんきょく

便局で代
だいきん

金分
ぶん

現
げんきん

金を郵
ゆうびん

便普
ふつう

通小
こがわせ

為替または郵
ゆうびん

便定
ていがく

額小
こがわせ

為替に換
か

えて同
どうふう

封してください。

 郵
ゆうびん

便普
ふつう

通小
こがわせ

為替または郵
ゆうびん

便定
ていがく

額小
こがわせ

為替には何
なに

も記
きさい

載せず、切
き

り取
と

らずにお送
おく

りください。

※ 詳
くわ

しくは郵
ゆうびんきょく

便局窓
まどぐち

口でお問
と

い合
あ

わせください。発
はっこうがく

行額に応
おう

じて手
てすうりょう

数料がかかります。あら

かじめご了
りょうしょう

承ください。

ご 注
ちゅう

文
もん

書
しょ

 : ご希
きぼう

望のパーツ名
めい

、数
すうりょう

量、お客
きゃくさま

様のご氏
しめい

名、ご住
じゅうしょ

所、郵
ゆうびんばんごう

便番号、電
でんわばんごう

話番号をご記
きにゅう

入いただい

たメモをお送
おく

りください。

 ご記
きにゅう

入もれがある場
ばあい

合、弊
へいしゃ

社より商
しょうひん

品をお送
おく

りできなかったり、ご連
れんらく

絡を差
さ

し上
あ

げること

ができないことがあります。必
かなら

ずご記
きにゅう

入をお願
ねが

いします。

【お問い合わせ先・修理品発送先】

株式会社 シー・シー・ピー　八潮サービスセンター

〒 340-0801 埼
さいたまけん

玉県八
やしおし

潮市八
はちじょう

條 1477 名鉄運輸株式会社 八潮営業所内  TEL： 048- 933- 3377
電話受付時間：月～金曜日（祝祭日は除く）  9:30 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 17:00
電話番号をよくお確かめのうえ、お間違いのないようにご注意ください。

キリトリせん

別
べつう

売りパーツについて
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